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総務常任委員会 

令和４年度一般会計補正予算 （令和４年７月臨時会）

物価高騰に対し市独自の支援策を実施

長引く新型コロナウイルス感染症の影響

に対し、成田市では令和４年度も様々な市

独自の支援策を実施してきましたが、ロシ

アによるウクライナ侵攻、原油高、円安な

どの複合的な要因による物価高の影響を

受けた市民生活と地域経済の安定を図る

ため、各種支援事業を新たに実施します。 

市内在住の学生等の若者世代の負担軽

減を図るとともに、地域での消費喚起につ

なげるため、市内の商店等で利用可能な

商品券を１人当たり１万円分交付する経費

として８，３５４万円、高齢者の負担軽減を

図るとともに、地域での消費喚起につなげ

るため、市内の商店等で利用可能な商品

券を１人当たり１万円分交付する経費とし

て、３億６,８２８万５千円、食材費等の物価

が高騰する中、給食の質や量が保たれる

よう求めるとともに、保護者の負担軽減が

行われるようにするため、市内の私立保育

園、私立幼稚園等に補助金を交付するた

めの経費として８７５万４千円、市内事業

者の事業の継続・回復を応援するため、国

の事業復活支援金を受けた事業者に対し、

中小企業等２０万円、個人事業者等１０万

円の支援金を上乗せで給付する経費とし

て、１億８，１２０万円、負担が増している生

活者や事業者を幅広く支援するため、２か

月分の下水道使用料、農業集落排水使用

料を全額減免するための経費として、２億

４，３４２万９千円の増額となりました。 

主な質疑

若者・学生支援商品券交付事業につ

いて、対象者を１９歳から２２歳までと

した理由は。 

この世代の多くは学生であることが

見込まれ、全国の学生を対象とした調

査等では、長引く新型コロナウイルス感染症の

影響により、仕送りやアルバイト収入が減少し

ている状況との調査結果が出ている。また、

就職していても、多くの収入が期待できない

世代でもあり、学生や多くの若者が長引くコロ

ナ禍の物価高の影響を受けていることから、

少しでも安心して学習や生活をしていただけ

るよう、これらの年代を対象とした。 

給付単価として中小企業等２０万円、

個人事業主が１０万円ということだが、

この金額の根拠は。 

千葉県中小企業等事業継続支援金

ならびに先行して実施している他市を

参考に、中小企業、個人事業主、一律という形

で支給額を決めた。 
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委 員 長 鳥 海 直 樹  委 員 藤 﨑勇 一，荒 川さくら，飯 島 照 明 

副委員長  眞 野 義 行  委 員 一 山 貴 志，秋 山  忍，伊 藤 竹 夫 

大栄地区小学校５校の跡地利活用（令和４年３月定例会）

大栄地区小学校５校の跡地利活用について

は、昨年の現地見学会およびサウンディング

調査※を通して様々な事業の提案がありまし

た。主なものとしては、地域の高齢者向けの複

合型福祉施設や障がい者向けの生活介護施

設、そして外国人技能実習生を対象とする入

国後に日本語や日本文化を学ぶ講習施設など、

土地や建物を一体的に利活用する提案や、再

生可能エネルギーの発電施設および災害時に

も送電可能な蓄電施設の拠点や子育て世代等

の移住定住を促進する拠点など、主にグラウ

ンドのみを利活用する提案もありました。 

本調査を踏まえて、庁内組織である学校跡

地利用検討委員会において審議を行い、５校

のうち旧大須賀小、旧桜田小、旧前林小、旧川

上小は民間活用する方針とし、旧津富浦小に

ついては、学校敷地内に多くの民有地を有し

ているため、土地の権利関係を整理し、行政

需要も視野に入れつつ、新たな利活用の検討

を行います。 

※サウンディング調査…事業発案段階や事業化検討段階において、事業内容等に関して、民間事業者との対話によりさまざまな

意見や新たな提案等を把握する調査。

主な質疑

津富浦小以外は民間活用という方

針で進めるとのことだが、学校跡地の

利活用については、市の直営、指定管理、民間

活用などがある。これまでの取り組みでは、

まず地域の人の意見を伺う形で議論が進んだ

と思うが、今回、先に民間活用を決めて地域

に説明をしていくという手法になったのはな

ぜか。 

交流人口の増加や雇用の創出効果

などにおいて、市の直営や指定管理よ

りも民間活用のほうが高い効果が期待できる

と判断したためである。また初期の豊住中学

校および中郷小学校の跡地利活用の際は、地

域の方々に検討組織を設けていただき検討し

たが、どちらの地区からも、検討には多大な労

力を要するというご意見をいただいたという

経緯もある。

委員会での活動

総務常任委員会では、学校跡地の利活用が

始まっている、中郷ふるさと交流館、豊住ふれ

あい健康館、Ready to Flight! NARITA

（旅の準備をする宿くずみ第二小学校）のほか、

現在跡地利用を検討している大栄地区の小学

校など市内１１か所の視察を昨年度から行っ

てきました。また、令和４年７月には、南房総

市のシラハマ校舎（旧長尾小学校・長尾幼稚園

跡地）と七浦診療所（旧七浦小学校・七浦幼稚

園）、令和４年１０月には、総曲
そ う が

輪
わ

レガートスク

エア（富山県富山市）と竹田農山村交流センタ

ー（福井県坂井市）を視察するなど、県内外の

先進的な公共施設跡地利活用状況の把握に

努め、研修を行っています。これらを生かし、

地元市民の意向をくみながら、市全体の活性

化につながるような事例について、引き続き

調査研究します。 

 
旧桜田小学校の視察 
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